
事業計画・方法 H29年度 H30年度

事業運営 ・社会実装教育・新産学連携組織の立上げ ・広域多摩地域の社会実装教育拠点立上げ・運営

学内事業(社会実装
教育のｶﾘｷｭﾗﾑ化)

・社会実装教育の教科書・教員ＦＤ準備
・社会実装教育による汎用能力成長評価

・社会実装教育の教科書編集・教員ＦＤ実施
・社会実装教育による汎用能力成長強化

学外事業(社会実装
教育のさらなる一
般化・体系化)

・社会実装教育とその教育実験の場としての
社会実装課ｺﾝﾃｽﾄの実施と課題探求

・社会実装ｺﾝﾃｽﾄのｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ・分野拡大準備

・地域の新産業に関する社会実装ｺﾝﾃｽﾄの実施と
深化(分野拡大・学外ﾌｨｰﾙﾄﾞ拡大)

・社会実装ｺﾝﾃｽﾄの学習成果の可視化

新産業を牽引し得るｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ人材育成を通じて地域貢献するため、1)学内事業では、高専教育改革の具

体策としてﾓﾃﾞﾙｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ思想を先取りした全学ｶﾘｷｭﾗﾑ改革を実施する。具体的には、これまでの5年間

の実績を踏まえ、社会実装教育をさらにｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟさせて学年進行で全学科のｶﾘｷｭﾗﾑに導入し、質保証

も実現する。また、2)学外事業では、社会実装活動をOJTと位置づけ、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ人材に必要な学生の「自

ら考えて行動する力」、「社会とつながる力」等の汎用能力をさらに強化できるようにするため、社会実装ﾌﾟﾛｾ

ｽ全体を評価する社会実装ｺﾝﾃｽﾄを深化させ、

社会実装教育ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟを図る。

社会実装教育は、高専教育全体の課題「地域貢献」及び「実践的・創造的

な技術者教育」に対し、東京高専が提案する具体的解決策である。本事業

では、社会実装教育をｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟさせ、地域の新産業等に資するｲﾉﾍﾞｰ

ｼｮﾝ人材を輩出する一般化・体系化された教育ﾓﾃﾞﾙの確立を目的とする。

これにより高専教育全体の強みをさらに強化・発展させる。分野拡大や学

生の汎用能力向上のため、これまで以上に社会実装教育ﾓﾃﾞﾙを体系化し

て、広く他高専へも普及・展開する。

取組の目的・内容取組の目的・内容

【成果指標】
１）社会実装教育の対象分野数（2年間で3学科→5学科に拡大を目標）
２）社会実装教育の学外フィールド数（2年間で5分野→7分野に拡大を目標）
３）社会実装教育のカリキュラム化（2年間で教科書編集、成長評価手法
構築、教員ＦＤ実践）

【第４期中期目標期間への展開（見込み）】
第4期中期目標期間では、本事業の成果を踏まえ、本格的に地域貢献や新産業牽引に資す
るｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ人材育成し、地域産業界に輩出する機能を強化する(下記3項目)
１）社会実装ｺﾝﾃｽﾄの一般化・体系化を深化させ、対象分野拡大、学外ﾌｨｰﾙﾄﾞ拡大
２）社会実装教育のｶﾘｷｭﾗﾑ化（一般化・体系化のため、教科書編纂、成長評価
手法構築、教員FD実施）

３）国立高専機構ﾓﾃﾞﾙｺｱｶﾘｷｭﾗﾑにおける一つの理想的なｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ教育
ﾓﾃﾞﾙの提案、広く他高専へ展開
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外部評価組織 校長

社会実装教育企画室

社会実装ｺﾝﾃｽﾄPT

社会実装教育科目PT

学内評価委員会

・地方自治体
・地域産業界
・地域金融機関
・学協会
・近隣大学

・学科長、センタ長。

・事業企画や社会・産業界との連携推進。
学内教員と外部有識者で構成。

・社会実装ｺﾝﾃｽﾄの企画や運営を行う。

・社会実装教育科目の到達目標、
授業概要、教授方法の検討を行う。

協力機関

【価値創造コミュニティ】
・地域公的機関(八王子市・相模原市)
・地域産業界(東京高専技術懇談会)
・地域信用金庫(多摩信用金庫)
・学協会(日本工学教育協会・日本ロボット学会)
・大学(東京工業大学等)

実施体制・工程表実施体制・工程表

盲学校・鉄道会社と連携し、
駅前にRFIDタグ付き点字
ブロックを設置して実証実験。
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H24～
H28年
度“ｲﾉ
ﾍﾞｰﾃｨ
ﾌﾞ・ｼﾞｬ
ﾊﾟﾝ”ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ

H30年
度以降
の中期
計画以
降の中
期計画

平成29年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業（主：地域への貢献、副：新産業を牽引する人材）

広域多摩地域における社会実装教育拠点プロジェクト 東京工業高等専門学校

社会実装教育事例：視覚障がい者導きｼｽﾃﾑ社会実装教育事例：視覚障がい者導きｼｽﾃﾑ


